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ccTLDの最近の主な話題

• ICANN組織内での位置付け

• ICANNとの契約のあり方

– ICANNの責務

– ccTLD組織の責務

• ICANNが担うべきこと

• Government (GAC)との連携

• 国際化ドメイン名
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ICANN組織内での位置付け(現在)

CEO + 9名(一般会員による選挙) + 9名(各SOから3名)
理事会

アドレス支援組織
(ASO)

ドメイン名支援組織

(DNSO)
プロトコル支援組織

(PSO)

構成メンバ=
アドレス 管理・割当て機関
(APNIC, ARIN, RIPE NCC)

構成メンバ=
IETF, WWWC, ETSI, ITU

評議会(各 構 成 母 体3名 )評議会(メンバ3名)

一般会員

(At Large)

構成母体=個人

評議会(各メンバ2名)
9名 19名 8名

Business
ISP
IP
gTLDレジストリ
gTLDレジストラ
non-Commercial
ccTLDccTLD
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ICANN組織内での位置付け
(2002.6.20青写真)

CEO + 8名(NomComが選出) + 6名(各SOから2名)+5名(リエゾン)
理事会

アドレス支援組織
(ASO)

gTLD支援組織

(GNSO)
ｃｃｃｃTLDTLD支援組織支援組織

((CNSO)CNSO)

構成メンバ=
アドレス 管理・割当て機関
(APNIC, ARIN, RIPE NCC)

構成メンバ=全
ccTLD

Business
ISP
IP
gTLDレジストリ
gTLDレジストラ
non-Commercial
など

バランス
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ICANNとの契約のあり方

• ICANNの責務
– ルートデータベースの維持

– ネームサーバ情報の更新

– ルートゾーン Whois情報の公開

• ccTLD組織の責務
– ccTLDのネームサービス提供

– ccTLDレジストリデータ・エスクロウ

– ICANNポリシーのうちccTLDに関する部分の遵守

– ccTLDとしての適切な運用の確保
• DNSおよびインターネットにおける他の部分との相互運用性

• 運用能力とパフォーマンス

• 正確かつ最新のドメイン名登録者連絡先情報へのパブリック
なアクセスの確保

– ICANNへの、資金面での貢献
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ICANNが担うべきこと

• IANA機能
– TLD登録管理

– ルートサーバ運用

• ポリシー調整機能
– gTLD関連

• UDRP
• ｇTLD共通ルール

– ccTLD関連
• ？？？？？

– 共通
• 国際化ドメイン名共通登録ポリシー
• :
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ccTLDのガバナンス

グローバルなポリシー
ローカルなポリシー

ICANN主導

Local Internet Community主導

基本的な考え方

グローバルに均質であるべき部分だけICANNが調整
しそれ以外はccTLDごとにポリシーを決める
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Government (GAC)との連携

ICANN

Government

JPNIC

JPRS 

Local
Internet

Community

Watch

Advisory
Committee

Contract

consult
communication

Consultation/
representation

representation

ガバナンスモデル (.JP)
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国際化ドメイン名

• 必要とするコミュニティの拡大
– AP地域

– アラブ地域

– ラテン語ベースの地域

• TLD管理者を誰にするかは、ccTLDにとっ
てASCII TLDよりも近いイシュー

– 国別ドメイン名 例： .中國

– 言語ドメイン名 例： .中國語

– 一般ドメイン名 例： .会社

– :


